
                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                            
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
地
震
・
洪
水
な
ど

の
自
然
災
害
、
感
染
症
や
大
事

故
等
の
緊
急
事
態
が
発
生
し
て
も
重
要

な
業
務･

事
業
を
中
断
さ
せ
な
い
、
中

断
し
た
と
し
て
も
可
能
な
限
り
短
時
間

で
復
旧
さ
せ
る
た
め
の
方
針
、
体
制
、

手
順
を
示
し
た
計
画
で
あ
る
。

　

幕
別
町
で
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
業
務
継
続
計
画
お
よ
び
行
動
計

画
は
策
定
済
み
で
は
あ
る
が
、
災
害
等

に
対
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
ま
だ
策
定
さ
れ
て

い
な
い
。
さ
ら
に
、
現
在
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
見
直
し
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
災
害
等
に
対
す
る
業
務
継
続
計
画
の

策
定
進
捗
状
況
は
。

(2)
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
業
務

継
続
計
画
に
は
訓
練
等
の
実
施
、
職
員

理
解
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
ま
で
の
実
施
状
況
と
問
題
点
は
。

(3)
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お

け
る
業
務
継
続
の
対
応
状
況
は
。

(4)
災
害
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
を

統
一
し
た
計
画
を
策
定
す
る
考
え
は
。

(1)
業
務
継
続
計
画
の
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
「
①
首
長
不
在
時
の
明

確
な
代
行
順
位
お
よ
び
職
員
の
参
集
体

制
」
、
「
②
本
庁
舎
が
使
用
で
き
な
く
な

っ
た
場
合
の
代
替
庁
舎
の
特
定
」
、
「
③

電
気
、
水
、
食
料
等
の
確
保
」
、
「
④
災

害
時
に
も
つ
な
が
り
や
す
い
多
様
な
通

信
手
段
の
確
保
」
、
「
⑤
重
要
な
行
政
デ

ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
、
「
⑥
非
常
時

優
先
業
務
の
整
理
」
の
６
要
素
を
明
記

す
る
。
ま
た
、
想
定
す
る
災
害
は
、
最

も
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
十
勝
平

野
断
層
帯
に
よ
る
直
下
型
地
震
（
町
内

全
域
の
最
大
震
度
７
）
が
発
生
し
た
場

合
を
想
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
全
業
務
の
点
検

を
行
い
、
早
期
に
優
先
的
に
実
施
す
べ

き
「
非
常
時
優
先
業
務
」
を
整
理
し
て

き
た
が
、
部
課
間
に
お
け
る
非
常
時
優

先
業
務
の
バ
ラ
ツ
キ
の
調
整
、
発
災
時

に
お
け
る
職
員
の
時
間
ご
と
の
参
集
人

数
に
見
合
っ
た
非
常
時
優
先
業
務
の
選

択
、
避
難
所
担
当
職
員
の
配
置
数
の
調

整
な
ど
、
再
度
調
査
・
確
認
を
行
っ
て

お
り
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
た
上
で
、
年

内
の
早
い
う
ち
に
策
定
す
る
。

(2)
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
」
で
は
、
防
災
訓
練
等
と
の

有
機
的
な
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
配

慮
し
、
訓
練
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
現

在
作
業
を
進
め
て
い
る
災
害
時
の
業
務

継
続
計
画
の
策
定
後
に
訓
練
を
行
う
予

定
と
し
て
い
る
。
今
後
、
在
宅
勤
務
や

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
導
入
が
見
込
ま
れ
、

業
務
継
続
計
画
上
、
い
つ
、
ど
の
よ
う

に
盛
り
込
む
か
が
課
題
と
な
る
。

(3)
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
業
務

継
続
計
画
に
基
づ
き
対
応
し
て
お
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
通
常
ど
お
り
実
施
で
き

て
い
る
。
ま
た
、
幕
別
町
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
に
お
い

て
、
適
宜
情
報
収
集
を
行
い
、
国
お
よ

び
北
海
道
の
対
処
方
針
等
と
の
整
合
・

一
体
性
を
図
り
業
務
を
行
っ
て
き
た
。

(4)
大
規
模
地
震
災
害
と
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
を
想
定
し
た
業
務
継
続
計
画

は
、
い
ず
れ
も
行
政
機
能
の
維
持
と
い

う
共
通
の
目
的
や
方
針
が
存
在
し
、
そ

の
手
法
に
も
共
通
す
る
要
素
が
見
ら
れ

る
が
、
被
害
の
程
度
や
範
囲
お
よ
び
そ

れ
を
踏
ま
え
た
職
員
の
勤
務
体
制
や
行

動
制
限
な
ど
の
対
応
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
業
務
継
続
計
画

の
策
定
が
適
当
と
考
え
て
い
る
。

①
役
場
代
替
庁
舎
の
検
討
、

避
難
所
へ
の
職
員
配
置
の
考
え
は
。

②
「
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
構
築
事
業
」
と

し
て
１
６
９
７
万
円
の
補
正
予
算
が
計

上
さ
れ
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
・
テ
レ
ビ
会

議
等
の
運
用
開
始
時
期
と
運
用
方
法
は
。

①
本
庁
舎
、
札
内
、
忠
類
と
三
つ
の

大
き
な
庁
舎
が
あ
る
。
本
庁
舎
は
免
震

構
造
で
、
三
つ
の
庁
舎
が
一
度
に
何
か

起
こ
る
と
い
う
こ
と
は
想
定
し
に
く

い
。
災
害
の
規
模
、
被
災
場
所
に
応
じ

て
職
員
を
配
置
す
る
。
地
震
で
は
最
大

64
人
の
職
員
を
避
難
所
に
配
置
す
る

中
、
い
か
に
通
常
業
務
を
進
め
て
い
く

か
と
い
う
課
題
を
整
理
し
て
い
る
。

②
機
器
の
調
達
を
危
惧
し
て
い
る
が
、

年
内
に
整
備
し
、
運
用
方
法
は
平
行
し

て
協
議
を
進
め
た
い
。
幕
別
、
札
内
、

忠
類
の
三
庁
舎
を
結
ん
で
の
テ
レ
ビ
会

議
、
住
民
対
応
な
ど
に
活
用
し
た
い
。

■ 一 般 質 問 ■ 

⓮

問

答問
課
題
を
整
理
し
年
内
の
早
い
う
ち
に
策
定
す
る

幕
別
町
の
業
務
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
は

問

答 再

質

問
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